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報告書データ / Report
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内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

本研究では、温度波熱分析法の原理に基づいた、新たなミクロ・ナノスケールの熱
物性計測手法の開発として、高度に集積した微小領域の加熱、測温デバイスの開発
に取り組んでいる。温度波熱分析法では、ヒーターからの周期的な加熱に対する、
サンプルの周期的な温度応答からこの熱物性値を計測するが、この計測領域の微細
化のためには、センサー、ヒーターといった測定の要素もまた微細化する必要があ
り、本研究ではMEMS技術を積極的に用いた新たな集積デバイス開発により、計測
領域の局所化に取り組んでいる。

実験
Experimental

デバイスの製造においては、自在性高くミクロスケールのパターニングを行なう必
要があるため、マスクレス露光装置(AT-006)、レーザー描画装置(AT-110)を用いた
フォトレジストのパターニング、RFスパッタ(AT-025)、CVD(AT-032)を用いた
種々の材料の成膜を行ない、面内面外方向に集積されたヒーター、熱電対、測温抵
抗体を製造した。また作製したデバイスについては、レーザー顕微鏡(AT-061)、接
触式段差計(AT-045)、電子顕微鏡(AT-107)などを用いて評価を行なった。

結果と考察
Results and Discussion

本研究で取り組んだ集積デバイスにより、MEMS技術で作製されたミクロセンサー、
ミクロヒーター(図1)により、材料の4 μm程度の局所領域の熱物性値を自在に計測
できるデバイス設計が可能となった。また、集積化に伴い、測定の空間分解能を高
めるだけでなく、サーモパイル型センサーなど、微小な入力熱信号を効率的に増幅
し測定の精度向上を達成することができた。
熱物性計測における、デバイスの微細化、集積化は測定システム全体の熱容量を大
きく提言することが可能で、測定領域の微細化だけでなく、物質変化などのダイナ
ミクスにおける熱信号の感度を向上させることが分かった。今後は、現在の2次元
的なデバイス設計を発展させ、3次元的な微細構造を利用した高感度、高集積、熱
物性計測システムの構築を目指す。
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